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■大谷翔平選手から寄贈されたグローブが市内小学校に到着、披露
　米大リーグ・ドジャースの大

お お

谷
た に

翔
しょう

平
へ い

選手から
国内の全小学校に寄贈された野球グローブが市内
小学校に届き、始業式で児童に披露されました。
　「野球しようぜ！」と同選手のメッセージが添
えられ、１校に対し３つのグローブが贈呈。地頭
方小では１月５日、全校児童186人にお披露目さ
れ、小

お

柳
や い

津
づ

敏
と し

法
の り

校長と代表児童がキャッチボール
を行いました。スポーツ少年団で捕手をしている
６年の松

ま つ

下
し た

詢
しゅん

君は「軽くて使いやすい。みんなで
仲良く一緒に使いたい」と笑顔で話しました。

大谷グローブで「野球するぜ！」
大谷選手からのグローブを付け、笑顔でボールを投げる児童

板倉地区長会会長の発声により静岡牧之原茶で乾杯する参加者

■令和６年市新春初顔合わせ会
「挑」戦の一年に

　市新春初顔合わせ会が１月４日、うおともで開
かれ、市内企業や団体の代表者、行政・教育関係
者ら約220人が出席しました。
　表彰式（２・３㌻掲載）の後、杉本市長は「関
係人口・交流人口の増大に努め、定住促進へと繋
るよう今年も挑戦していく」と新年のあいさつを
述べました。また、昨年中日ドラゴンズに入団し
活躍した村

む ら

松
ま つ

開
か い

人
と

選手や「2023 ミス・ユニバー
ス 日本代表」の宮

み や

崎
ざ き

莉
り

緒
お

さんがゲストとして登
場し、会場を盛り上げました。

■「2023 ミス・ユニバース 日本代表」が牧之原警察署一日警察署長に
地域の安全安心に一役

　「2023 ミス・ユニバース 日本代表」の宮崎莉
緒さんが１月４日、牧之原警察署の一日警察署長
を務めました。
　同署が広報啓発活動の一環として初めて実施し
たもの。高

た か

橋
は し

宏
ひ ろ

文
ふ み

署長から委嘱状を受け取った宮
崎さんは警察官の制服に身を包み、MEGAドン・
キホーテUNY榛原店にて、買物客や集まった市
民に啓発物を配布し、交通安全や特殊詐欺被害
の防止、適切な110番通報などを呼びかけました。
この他、署員に対しての訓示も行われました。

高橋署長㊧と共に広報活動を行う宮崎一日署長㊥

無火災・無災害を祈願
■令和６年市消防団出初め式
　市消防団出初め式が 1 月７日、相良中学校で
行われました。
　これは、市内の消防団員が一堂に会して無火災・
無災害を祈願し、新年の門出を祝う行事として毎
年実施。体育館での式典で長年消防団に尽力した
団員の表彰が行われた後、グラウンドに移動し消
防団員が小型ポンプを使用した操法による放水を
披露しました。神

か ん

﨑
ざ き

克
か つ

典
の り

団長は「いつ来てもおか
しくない地震などの災害に備え準備を怠らず、気
を引き締めていこう」と話しました。

相良中学校のグラウンドで放水を披露する消防団員整備された提灯、太鼓、発電機などの備品

宝くじ助成で備品を整備
■自治総合センター　一般コミュニティ助成事業
　大江区では１月、宝くじの社会貢献広報事業と
して一般財団法人自治総合センターが実施する

「一般コミュニティ助成事業」を活用し、祭典で
使用する提灯や太鼓などの備品を整備しました。
　同区では毎年９月に祭典が開催されており、地
域の繋がりを深めることを目的に、幅広い世代の
住民が親交を深める場となっています。この事業
により地域住民が祭典などに参加し、コミュニ
ティ活動が活発になることで、住みやすく活動的
な地域になると期待されます。 150周年リーダーによる歴史クイズと劇

150年の歴史を未来につなぐ
■相良小学校創立150周年式典
　市立相良小学校（杉

す ぎ

山
や ま

浩
ゆたか

校長）は１月26日、
創立150周年記念式典を執り行いました。
　明治５（1872）年に我が国最初の近代教育制度

「学制」の公布から150年を迎えたことによるも
の。式には全校児童や関係者など約440人が参加。
杉山校長は、「地域の人に見守られ、みんなです
てきなふるさとの相良にしていこう」と児童らに
伝えました。また、150周年リーダーによる劇では、
参加者全員で同校の歴史クイズや校歌斉唱を行い、
過去と現在、未来を考える場となりました。

地域の課題を県知事と語る
■知事広聴「平太さんと語ろう！」
　知事広聴「平太さんと語ろう！」が１月25日、
坂部区民センターで開催されました。
　本市と吉田町においてさまざまな分野で活躍し
ている人４組が発言者として、それぞれの事業や
取り組みを説明しました。市からは、石

い し

神
か み

美
み

保
ほ

子
こ

さん・典
の り

子
こ

さん（マルテイ石神製茶）とジョン・
オオモリさん（まきのはらシティプロモーション
アドバイザー）が登壇。農業に対する支援策や補
助金の充実、海外との交流連携促進などを要望し、
川勝知事と意見交換を行いました。

発言者と意見交換を行う川勝知事

被災地を継続的に支援
■能登半島地震の被災地への支援
　市は１月、石川県鳳珠郡穴水町や同県七尾市に
職員や給水車を派遣し、能登半島地震の被災地支
援を行っています。
　１月末時点で８人の職員を派遣し、穴水町では
被害家屋の認定調査や避難所の運営支援、七尾市
では給水車による給水活動などを実施。２月、同
町や２次避難先の同県白山市に被災者への健康管
理支援のために保健師や栄養士を派遣し、継続的
に支援を行っています。市は、今後も被災地に寄
り添った活動を継続していきます。

能登半島地震の被災地へ派遣される職員、給水車
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